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ゲイトウェイ妙好人
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日
直

朧
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取
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倉
吉
市
・
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谷
川
富
三
郎
/
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『
妙
好
人
因
幡
の
源
左
語
録
版
画
集
』
よ
り

～あらまし～
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定
例
法
座
傭
一
H

◎

於
善
巧
寺
本
堂

月
十

日
(
金
)
午
後
一
時

し

ん

し

ゅ

ん

は

つ

お

ざ

『
新
春
初
御
座
』

「
他
力
と
い
う
は
如
来
の
本
願
力
な
り
」

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
仏
の
徳
を
仰
ぎ
仰
ぎ
て
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
さ
て
他
力
と
は
、
如
来
の
本
願
力
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
他
人
の
力
を
当
て
た
よ
り
に
す
る
こ
と
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、

本
願

力
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
言
う
の
で
し
ょ
う
。
親
鸞
聖
人

こ
れ
を
「
な
お
磁
石
の
ご
と
し
、
本
願
の
因
を
吸
ふ

が

こ

」

と

菩

え

ら

れ

ま

し

た

。

カ

本

瞑

カ

士

、

せをとら磁が
゛磁考れ石ゆ

木石えたのえ
直のてのよに
を如いでうL_
=&くたすに

じ吸私
念いた煩た
ムよち悩ち

をを
主引
とき

柏しつ

- /  j l j ! I A 0そ
信号 け

譴れて他
i橋でい力

2

何く ‖
も力本
問だ願
題と力
な臀は

越谷北千住

せ
、
本
願
を
信
じ
念
仏

を
申
す
青
に
仕
立
て
上

げ

て

下

さ

る

。

そ

の

力

を
他
力
と
い
い
、
本
願

力

と

言

う

の

で

す

。

春
日

ノ
ス

東武動物公園

大

み
ほ
と
け
会
月
例
会

・
兼
・
置
ブ
テ
ィ
ぶ
コ
さ
虚
一
コ
つ
「
ロ
』
m
閂
叫
誉

◎
二
月
三
日
(
日
)
午
後
一
時
半
～
二
時
半

(
東
急
世
田
谷
線
宮
の
坂
駅
下
車
徒
歩
}
分
)

ジ
ー
ズ
」
と
読
み
ま
す
)
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
?
日
本
語
に

訳
す
と
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
な
る
そ
う
で
す
。
急
速
な
科

学
進
歩
や
経
済
発
展
は
私
た
ち
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
ま
し

た
が
、
同
時
に
環
境
破
壊
や
貧
富
格
差
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

世

界

の

人

々

が

兵

に

幸

せ

で

健

康

的

に

生

活

出

来

、

ま

た

そ

れ

を

子
々
孫
々
ま
で
持
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た

の
が
『
国
U
〇
∞
』
な
の
で
す
。
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」
「
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
」
「
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
」

「
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」

な
ど
一
一
○
三
○
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
標
が
十
七
あ
り
ま
す
。
仏

教
経
典
に
も
「
少
欲
知
足
」
「
一
味
平
等
」
「
法
界
縁
起
」
な
ど
「
∞
ゥ
日
」

の
理
念
に
似
て
い
る
ワ
ー
ド
も
出
て
き
ま
す
。
今
回
は
、
心
の
面
で

の
「
∞
U
〇
0
3
」
を
仏
教
に
学
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

※
例
会
は
毎
月
第
一
日
曜
日
で
す



一
月
十
六
日
は
、
親

聖
人
の
ご
命
日
『
軌
酋
怠
輸
愈
毒
』

永
仁
二
(
一
二
九
四
)
年
、
親
驚
聖
人
の
三
十
三
回
忌
に

聖
人
の
ひ
孫
に
当
た
る
覚
如
上
人
(
本
願
寺
第
三
代
)
が

撮
1
6
車

親
驚
聖
人
の
お
徳
を
讃
嘆
さ
れ
た
『
報
恩
講
私
記
』
を

撰
述
。

こ
れ
を
拝
読
さ
れ
た
の
が
『
枝
恩
講
』
の
最
初

で
す
。
当
時
は
、
毎
月
の
聖
人
御
命
日
(
月
忌
)
に
お
勤
め
虻

れ
ん
に
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
上
人
に
よ

t
r
P
F

っ
て
、
年
に
一
度
、
拝
月
命
日
に
か
け
て
の
七
昼
夜

二
週
間
)
、

お

勤

め

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

こ

れ
を
『
御
正
忌
穀
恩
講
』
と
言
い
ま
す
。
な
お
、
親
驚

報

聖
人
の
ご
命
日
は
、
旧
暦
で
は
十
一
月
二
十
八
日
で
す

o

寺

が
、
本
願
寺
派
で
は
明
治
以
降
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
換
算

巧

に

よ

っ

て

一

月

十

六

日

を

ご

命

日

と

定

め

て

い

ま

す

。
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平
成
三
十
一
(
二
〇
一
九
)
年

年
回
法
要
表

回
忌

亡
く
な
ら
れ
た
年

一

周

忌

平

成

三

十

年

三
回
忌
平
成
二
十
九
年

七

回

忌

平

成

二

十

五

年

十
三
回
忌

平
成
十
九
年

十
七
回
忌

平
成
十
五
年

二
十
五
回
忌

平
成
七
年

三
十
三
回
忌

昭
和
六
十
二
年

五
十
回
忌

昭
和
四
十
五
年

番

秦
秦
春
日
部
だ
よ
り
令
令

刊

⑬
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
河
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

月

◎
十
一
日
の
定
例
法
座
は
、
新
年
会
を
兼
ね
て
行
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
好
物
で
あ
っ
た
と

伝
わ
る
小
豆
粥
接
待
と
真
宗
か
る
た
と
り
大
会
答
い
た
し
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
た
さ
い
。

百
回
忌
大
正
九
年

※
地
域
に
よ
っ
て
は
二
十
三
回
芒
殻
、

二

十

七

回

も

を

お

勤

め

す

る

所

も

あ

り

ま

す

。

※

ご

法

事

を

お

勤

め

さ

れ

る

際

は

、

お

早

め

に

喜

巧

寺

ま

で

ご

連

絡

下

さ

い

。


